
はじめに
ハードロックⅡDK550－04は、二液主剤型低臭気アクリル樹脂で、コンクリート表面に塗布し

て被膜を形成し、中性化抑制や表面強度向上の機能を有します。また、コンクリート剥落防止

や補強の繊維接着工法用樹脂としても適用します。

特　徴
①速硬化性・低温硬化性

短時間で硬化確認できるため、時間制限のある施工に適し、工期短縮を可能とします。

－10℃でも硬化するため、冬場施工が可能です。

②取扱いが簡単で作業効率向上

A剤とB剤の混合比は、1：1をべースとしていますが、正確な計量混合が不要で、混合比の

ズレによる接着不良も起きにくく、臭気も低臭にしているので、作業効率が向上します。

③高い耐久性

乾湿繰り返しによる大幅な強度低下がありません。

④安全性

皮膚刺激性の低い原材料を厳選して使用しております。

性　状

塗膜形成樹脂・繊維接着樹脂 デンカDK550－04
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DENKA HARDLOCⅡ 

品種名※
項目

デンカDK550－04R（一般タイプ）デンカDK550－04S（遅延タイプ） DK550－04W（速硬タイプ）

施工時期による区分 主として春季・秋季に用いるもの 主として夏季に用いるもの 主として冬季に用いるもの

A剤 B剤 A剤 B剤 A剤 B剤

主成分 変性アクリル 変性アクリル 変性アクリル

外観 白色系液 青色系液 白色系液 青色系液 白色系液 青色系液

液比重 1. 0 1. 0 1. 0

混合比 1：1 1：1 1：1

粘度 5℃ 4000

［mPa・s］ 15℃ 8000

25℃ 8000

※種類の選択については、裏面表の「可使：硬化時間」のデータを参照してください。
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（一例）

コンクリート付着力　 ［N／mm2］ 2 （建研式）

圧縮降伏強さ　 ［N／mm2］ 80 （JIS K 7181）

曲げ強さ ［N／mm2］ 40 （JIS K 7171）

引張強さ ［N／mm2］ 30 （JIS K 7161）

品種名 デンカDK550-04R デンカDK550-04S デンカDK550-04W

項目 可使時間（min）硬化時間（min）可使時間（min）硬化時間（min）可使時間（min）硬化時間（min）

可使時間：硬化時間 35℃ 10 20

［分］ 30℃ 5 15 15 25

25℃ 10 30 20 35

・温度上昇法 20℃ 20 45 25 45

15℃ 30 70 15 40

10℃ 60 120 25 55

5℃ 120 240 35 70

0℃ 60 120

－5℃ 85 170

－10℃ 150 300
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※25℃以上で可使時間を確保する際は、オプションの専用遅延剤を添加して下さい。

温度（℃）�
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※使用する硬化遅延剤は「硬化遅延剤3」となります。�

荷　姿

使用法
●コンクリート面状況（平滑か凹凸か）によって、一般的にローラーまたは刷毛で塗布します。

●吹き付け機による塗布は、事前に弊社にご相談ください。

●繊維接着工法で使用する場合は、標準施工要領書を参照してください。

●樹脂注入工法で使用する場合は、ひび割れ幅1mm以上を目処として、可使時間等材料特性を

確認ください。
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5kgセット ：A剤・B剤各2.5kg
※写真参照

30kgセット：A剤・B剤各15kg
※内側にポリエチ容器が入っている缶

デンカDK550-04S遅延剤添加データ
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